
 

■活動のきっかけ 

 少子高齢化や近所付き合いの希薄化などの生

活環境の変化に伴い、昨今の自然災害時に町内会

でできることは何かと考えていました。 

平成 30年に行政・福祉職・町内会で支え合いの

地域づくりについての座談会を行ったことをき

っかけに、ちょっとした見守り・声掛けからはじ

めるご近所同士のつながりの大切さを再確認し

ました。 

自然災害が発生した際に、町内会で対応できる

体制として自主防災組織を立ち上げ、日々の見守

り活動の強化に向けて取り組み始めました。 

 

 

■活動内容 

【見守り活動】 

 日々の見守り活動の強化および、自然災害が発

生した際に、事前に救助を希望した人を迅速に助

ける仕組みを検討しました。 

◆対象者(三浜町町内会に住んでいる人) 

①岡山市の避難行動要支援者名簿に登録をして

いる人 

②高齢者(概ね 75 歳以上)  
③障害者(日常生活の中で手助けが必要な人) 

■活動の効果 

町内会の回覧で自主防災組織の活動紹介や災

害時の救助が必要な人を把握する調査を行うと

ともに、地域に住む人の生の声を反映させた活動

を検討するために、婦人会メンバーを中心に約

450 世帯を対象とした訪問調査も行いました。そ

の結果、約 100人が災害時に救助を希望している

ことが分かりました。 

今まで町内にどんな人が住んでいるのか把握

できていませんでしたが、訪問調査を行ったこと

で一人暮らしの高齢者、日中独居の高齢者、障害

のある人、子ども、妊婦など災害時に支援が必要

な人を把握することができました。 
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フリカナ 男

氏名 女 令和　　年　　月　　日

生年月日 　　　年　 　月　　日  生　　　      歳

住所 三浜町　丁目　　　

家族構成

本人含む 　　　　人

手続代行者（本人以外が代行した場合） 続　柄

【緊　急　連　絡　先】

住 所 及 び 電 話 番 号

住　所

住 所 及 び 電 話 番 号

住　所 　　　

本人の状況　（あてはまる項目を○で囲んでください。）

 　ア. 要介護度3～5　　　イ. 身体障害者手帳1・2級　 　ウ. 療育手帳 A        エ. 一人暮らし高齢者

 　オ. 高齢者のみ世帯　　　カ. 市に要援護者支援届けを出している　　　　キ.その他

特 記 事 項

【支 援 協 力 者一覧表】　　　　　　　　　

支 援 協 力 者 固 定 電 話

近 隣 住 民 相談し、了解を得ている人がい

れば記入して下さい。

評 議 員 本部が記入

（又は代行者）

担 当 理 事 本部が記入

防災組織事務局 本部が記入 （救出・救護班）

続　柄

続　柄

記　事

三浜町町内会

災災害害時時要要援援護護者者登登録録〔〔　　新新規規  ・・  変変更更　　〕〕申申請請書書兼兼登登録録台台帳帳

世帯主

作成日

班　名

性
別

氏　　　名

　　　　　　　　　　　　電話（固定/携帯）

　　　　　　　　　　　　電話（固定/携帯）

携 帯 電 話

氏　　　名

氏　名

電話（固定/携帯）

話し合いの場・見守り活動 

平平福福学学区区  三三浜浜町町町町内内会会  

FFuukkuu²²すすままいいるる NNeett  

平福学区情報 世帯数 4,348 世帯 人口 9,590 人 高齢化率 24.0％ 

インタビュー 代表者：菅沼 俊二 
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■工夫していること 

 若い人をはじめ、町内の防災意識を高めるため

に三浜町独自の防災メールアドレスを作成しま

した。防災メールアドレスへ登録すると、避難場

所の確認など災害時に役立つ情報が定期的に入

るようになっています。その他、町内会で独自に

災害時の行動が分かる表や、「非常時持ち出し品

チェックリスト」を作成して町民全員へ配布を行

いました。 

また、自然災害発生時を想定した模擬訓練とし

て、避難場所の中学校の確認や、防災メールアド

レス登録者へのメール発信テスト、発電機の試運

転などを実施しています。 

災害時の支援を希望する人の個人情報は、自主

防災組織の事務局が徹底管理するとともに、毎年

事務局から自主防災組織の担当理事・評議員に厳

重に引き継ぐ体制を作り、一人も見逃さない支援

を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■課題 

地域に住むすべての人が地域の課題を理解し

ていても、課題解決に向けて行動をする人はなか

なかいない状況です。特に若い世代の地域交流イ

ベントへの参加が少ないので、いつ起こるかわか

らない自然災害に備えて、地域の交流を深め、お

互いを助け合える関係を築くことが必要です。そ

のためにも危機意識を持って、自主防災活動など

の地域の活動に参加し、つながりを作ってほしい

と願っています。 

また、Fuku²すまいる Netの活動に協賛し、一緒

に地域活動を検討してくださるメンバーも増や

していきたいと思っています。 

 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

地域課題を整理する際には、地域にある既存組

織や関係団体と協力・連携することで、課題解決

のヒントにつながります。 

また、アンケートや訪問調査を行うことで、地

域の状況や要望を把握することができ、地域課題

の解決に効果的につながるのでお勧めです。 

 

 

（町民全員配布）　　　　　災害時の行動 各ご家庭で目に付く所に掲示いしておいて下さい！

健　常　者

・災害時における自分の 災害規模の発生

役割分担を認識する を知る ・家族の自己防衛と災害対策をする ・災害対策は急にはできませ

・家族の自己防衛と災害 んので、普段から準備をして

対策をする テレビ・ラジオ ・近隣者、担当理 おいて下さい

携帯電話他 事又は評議員に相

談をする事

・会長、副会長、総務の ・非常持出し袋等の用意 ・避難を開始する

誰かが避難所の鍵を開け など避難準備を始める ・介助が必要な方 ・避難所で氏名を記入

避難者がいる間は常駐す は事前に申請をし ・介助者を事前に決めておく事

る て下さい

・会長は担当チームメン ・自己防衛ができた人は

バーに招集をかけて災害 隣近所に声掛けて助けあ ・危険を感じたら火の元（ブ

対策本部を開設する って下さい レーカーをOFにする）の始末

・小規模の場合は二階等 ・避難場所で待機 は必ず行い早急に避難を行っ

へ垂直移動、無い場合は て下さい

近辺で高い所、避難所へ

避難して下さい

・自主防災組織の役員は ・大規模の場合は町指定

各班別のリーダーの指示 の避難所又は、安全な所 ・避難場所で待機 ・家族との連絡を取る事

に従って下さい に避難して下さい ・避難所へ避難出来なかった

＊避難場所 方は担当理事又は評議員に連

　　福浜中学校 絡をして下さい

　　平福小学校 ・連絡先は目に付く所に掲載

（防災マップに明記） しておいて下さい

備　　考

　
災
害
の
規
模
　
　
小
　
　→

　
　
大

町　　　民

要 支 援 者 他
役　員

避難指示

時 間 軸

行政より発令

避難準備

避難勧告

 

水・飲料 □ ペットボトルの水（５００ｍｌ） □ 非常食 

医療・衛生 □ マスク □ お薬手帳 □ 医療品（薬・消毒液・ばんそうこうなど） 

貴重品 □ 現金 □ 印鑑 □家・車の合鍵 □ 通帳・免許証・健康保険証など 

安全対策 □ ヘルメット・防災ずきん・ホイッスル □ 軍手・手袋 

必需品 □ ヘッドライト・懐中電灯・乾電池 □ 筆記用具 □ＦＭ・ＡＭラジオ 

□ 携帯電話・携帯電話の充電器・モバイルバッテリー 

 

生活用品 

□ 眼鏡・コンタクトレンズ □ ウェットティッシュ □ 使い捨てカイロ 

□ 洗面用具（歯磨き・洗顔セット・タオル） □ 防寒保温シート 

□ 防寒着・雨カッパ □ アイマスク・耳栓 

三浜町緊急避難場所・福浜中学校 

（町民全員配布）  非常時持ち出し品チェックリスト 

発電機の試運転をしている様子（令和 2 年 11 月） 
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